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１．趣旨

本年夏に札幌市において燃料電池活用に向けた基礎的実験を行うとと

もに、実際に燃料電池を稼動させ、その機能のデモンストレーションを

行う公開型の実証実験を実施。

２．実証実験の概要

（１）実証すべき事項

①　北海道大学の有する水素貯蔵・供給技術を核に、有機ハイドラ

イドを活用した水素化・脱水素化反応による基礎的な循環システ

ムについて検証。

②　その際、脱水素化反応後の残留化合物の回収、再生に関する課

題検討のための基礎的なデータを収集。

（２）実験設備の概要

①水素貯蔵プラント

自然エネルギーの一つとして太陽光に着目し、これから水素を

製造し、有機ハイドライドとして貯蔵するシステムの効率・耐久

性等について実証。

②水素供給プラント

有機ハイドライドから改質触媒により水素を取り出し、燃料電

池に供給するシステムの効率・耐久性等について実証。

（３）デモンストレーションの概要

　　　　小型の固体高分子型燃料電池を稼動させ、発生する電気及び熱

の活用例として、イルミネーションや温室などのデモンストレー

ションを実施。
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１．趣　　　　旨

２．実験の概要

北海道大学の有する有機ハイドライド活用技術をコア技術として、その活用に向けた基礎的実験を行うとともに、
燃料電池の稼動デモンストレーションを行う公開型の実証実験を実施。

３．実施時期・場所

・実施時期は夏期に１ヶ月程度（７月末～８月末ころ）を想定
・実施場所は、広く一般の人が出入りできる場所であるとともに、燃料電池の維持管理、法規制などを考慮して選定
　〔例えば、公園（ユニットハウス）、イベント会場など〕

Ｈ２

　①水素貯蔵プラント：自然エネルギー（太陽光）から水素を製造、その水素を有機ハイドライドとして貯蔵。
　②水素供給プラント：有機ハイドライドから改質触媒により水素を取り出し、燃料電池に供給。
　③デモンストレーション設備：燃料電池の運転によって発生する電気及び熱を用いたデモンストレーションを実施。
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